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本プログラム実施による効果（有効性・インパクト）�

ベトナム経済は2002〜2004年にかけて毎年実質7％超、2005年以降は
8％を超える高い経済成長率を維持しており、また、人口全体に占める貧困層の
割合は1993年の58.1％から2004年の19.5％まで低下している。
日本政府／旧JBICとして特に重視する改革分野のうち、金融セクター改革に

遅延が見られるものの、その他の分野（公共財政管理、計画プロセス、民間セクタ
ー開発、国営企業改革）についてはおおむね予定どおりに改革が進んでいる。
投資環境整備については、ベトナムへの投資（全体および日本）が増加してお

り、PRSCの供与時期とも一致している。さらに、PRSCでの政策協議が結実し、
具体的な技術協力やプロジェクト支援につながっており、改革の実効性向上に
貢献している。本プログラムの実施により、概ね計画どおりの効果発現が見ら
れ、有効性は高い。

妥当性�

本プログラムは、ベトナム政府のCPRGSおよび各種改革プログラムの実
施を支援しており、ベトナムの開発課題・優先順位の変化に応じて、時代とと
もに柔軟にその対応を進化させてきた。ベトナム政府のオーナーシップを尊
重した支援プログラムであり、政府の開発政策へのドナー支援のアラインメ
ントも促進しており、ベトナム支援の手段として有効に機能してきている。
日本政府／旧JBICは従来からの二国間援助（技術協力、プロジェクト型支

援等）と多国間援助（PRSC）を組み合わせながら日本の「声」を発信し、戦略
的に支援を行ってきた。日本の貢献は他ドナーから高く評価されている。
本プログラムの実施は審査時および事後評価時ともに、開発ニーズ、開発政

策と十分に合致しており、プログラムの妥当性は高い。

効率性�

PRSC資金はベトナム政府が進める各改革分野の追加的な支出に貢献し
ている。時間的観点からは、政治要因等により行政のコントロールの及ばな
い面があるが、PRSCのサイクルに基づく一定のプレッシャーのもと効率的
に実施されている。手間・取引コストの観点からは、政府内・ドナー間・日本関
係機関内でそれぞれ実効性ある調整枠組みが整備されている。以上より本プ
ログラムは効率的に実施されたと判断される。

今後の展望（持続性）�

PRSCのメカニズム自体は、2011年以降、ベトナムが低所得国から卒業
することによりなくなることが見込まれるが、PRSCを通じて形成された機
能が今後も持続的であるためには次のしくみを整備していくことが重要であ
る。改革が進むにつれて実施の難易度が高まってきており、円滑に進まない
可能性もある。このため、本プログラムの持続性は中程度と評価される。
	 ◦調整コストを抑えて機動性・効率性を確保できる調整メカニズム
	 ◦ベトナムをとりまく国際市場動向の早い変化に対応できるメカニズム
	 ◦改革の実効性を確保するための技術協力を補完的に実施できるしくみ

■�承諾額／実行額：70億円／70億円（合計）
■�借款契約調印：2004年12月（第3次）
■��借款契約条件：金利1.3％、返済30年（うち据置
10年）、一般アンタイド

■��貸付完了：2007年8月（第5次）
■��実施機関名：ベトナム国家銀行（The State Bank 
of Vietnam）

■�WEBページURL：
http://www.sbv.gov.vn/en/home/index.jsp
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政策研究大学院大学 島村 真澄
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第3・4・5次貧困削減支援借款
（ Poverty Reduction Support Credit：PRSC）

他ドナー・他援助スキームと組み合わせベトナムの貧困削減および経済成長を戦略的に支援

ベトナム政府が進める各種改革を支援することに
より、ベトナム政府の包括的貧困削減成長戦略
（CPRGS）に掲げられた各分野での政策課題：（1）市
場経済への移行、（2）包括的で持続的な開発、（3）近代
的ガバナンスの構築の達成をはかり、もってベトナ
ムの貧困削減および経済成長に寄与する。
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結論と教訓・提言

本プログラムの評価は非常に高いといえる。
PRSCプロセスは現地主導で進められ、継続的
な参加が求められることから、現地ベースでの
対応強化が鍵となる。また、ベトナムの全般的・
分野横断的な政策課題を扱うことから、大局的
かつ中長期的視点から分析・提言を行っていく
ことが重要である。今後は、特に技術協力と
PRSCの相乗効果にも留意しつつ、二国間援
助・多国間援助を有機的に組み合わせて、多面的
にベトナムの開発課題に取り組んでいくことが
重要である。


